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タリングセンター） , 鴫谷隆（マリンダイビング）, 土川仁・宮本育昌（コーラル・ネットワーク） , 春川京子（セブンシー
ズ宮古島） , 平手康市（沖縄県企画部水産海洋研究センター） ・古瀬浩史（自然教育研究センター） , 鋒山謙一（

ルーツ＆シューツおきなわ） , 山中康司（NPO法人日本安全潜水教育協会), 我妻 亨（ダイブテリーズ)

日本全国みんなでつくるサンゴマップ



誰でも参加できるサンゴのモニタリングプログラムです。
サンゴの目撃情報を広く募り、サンゴ礁の現状を把握します。

参加者はインターネットを通じて簡単
にサンゴの目撃情報を投稿出来ます。
投稿いただいた情報は、リアルタイム
で、グーグルマップ上に表示されます。

サンゴマップとは？

国際サンゴ礁年2008をきっかけに開始



・参加者は２つのコースから選択
・ウェブサイトより、情報提供者の属性、位置情報、
サンゴの生息状況、白化の有無、写真を投稿

参加の方法



③参加者のモチベーションUP
情報投稿者ランキング表示

3年目に新機能追加

①分布情報に加えて、以下4情報を入力できるように！

双方向情報交換のための
ブログ
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モニタリングデータベースへ
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これまで集まったデータ
(2008年7月1日～2012年11月20日現在)

情報提供数：491件
白化412件、回復12件、北上3件、産卵6件含む

情報提供者の人数：189名

サイトアクセス数：4万2789アクセス
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情報提供者の数は、イベントの実施後やメーリングリストでの呼びかけ後顕著に
増加する傾向が見られた。

（名）

（月）

（登録月ごとに新規に情報提供した人の数を表示）

全国サンゴマップの日イベントを集中して実施
（展示会・成果報告会、恩納村サンゴ
マップ、石垣島パークレンジャー等）

MLで白化情報
提供呼び掛け

ウェブサイト
オープン

全国WSキャラバン
MLで産卵情報
提供呼び掛け

データと普及活動の関係

情報提供者の人数：189名 2008年
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集まったデータの活用と連携活動成果

①学術論文３本出版

日本海洋学会

誌「海の研究」

日本サンゴ
礁学会誌

アジア太平洋
サンゴ礁学会
プロシーディング

③ダイビングプログラム

④恩納村サンゴマップ

②環境教育・パークレンジャー



・古いサンゴマップしかない

なぜいまサンマップを作るのか？はじめに

98年の大規模白化や
オニヒトデ大発生による撹乱

90～92年作成
第4回自然環境保全基礎調査

海洋保護区設定のため
新しい地図必要

課題：藻類と造礁サンゴの区別が難しい
5ｍ以深は判別できない

⇒現地情報が不可欠

・2007年衛星などによるサンゴ礁分布図作りスタート
山野博哉（国立環境研究所）



形ある成果が生まれ、誰もが気軽に参加できる「間口の広
い普及啓発活動」でありながら「政策的にも学術的にも貢
献度の高い活動」に繋がっています。

環境省「サンゴ礁分布図システム」公開
出典元：http://coralmap.coremoc.go.jp/sangomap_jpn/index.html



サンゴマップの目指すところと次のステップ
①日本全国サンゴ分布のデータベース
【サンゴがどこにいるのか知るため】
→まずは達成

②緊急時（白化）の情報収集システム
【何かあったとき、規模と原因を把握するため】
→緊急時に活用可能なツールとして普及したい

③サンゴ礁保全のはじめのアクション
【サンゴ礁保全に関わる人を増やすため】
・産卵・分布マップを見て、次にサンゴ観察に行く場所を検討する人も
→エコツアーや環境教育での活用の可能性
・サンゴが激減した場所を定期的にチェックして「回復したよ」と情報提
供したい
→情報をリアルタイムで誰もが発信・共有できる仕組みを活かして、
サンゴ礁保全の盛り上げに貢献できないだろうか・・


